
【エクアドル経済：２０１７年１月】 

 

１ ＥＵとの通商協定へのエクアドルの加入 

 ２０１６年１２月２４日，エクアドル貿易省は，エクアドルのＥＵとの通商協定への加入 

に係る議定書（Protocolo de Adhesion）がＥＵ官報に同日付で掲載された旨のプレスリリ 

ースをＨＰに掲載した。右官報への議定書掲載を受け，２０１７年１月１日付で協定が発効 

した。 

 

２ 国債の発行 

１月１０日，エクアドル財務省は，１０億ドルのソブリン債（配当率９．１２５％，２０

２６年１２月１３日まで）を国債市場で発行した旨のプレスリリースをＨＰに掲載した。同

プレスリリースによれば，上記国債発行に係る交渉プロセスは，エクアドル国債に対する２

２億ドル以上の需要があったことにより，成功裏に行われたとのこと。リベラ財務大臣は，

同国債の発行により、国際市場におけるエクアドルに対する信用が確たるものとなったこと

を強調し，国債発行による資金は即時ディスバースされ，国家の発展を促進する公共投資に

充てられると説明した。 

 

３ ＥＵとの通商協定加入による輸出への影響 

１月１７日，エクアドル貿易省は，ＥＵとの通商協定加入による輸出への影響に係るプレ

スリリースをＨＰに掲載した。同プレスリリースによれば，カシネリ貿易大臣は，グアヤキ

ル大学経済学部で開催された国際条約説明会において，｢（本件通商協定加入により，）現

在，年間２７億ドルの輸出額が約４億８，０００ドル増加する見込みであり，新たな雇用の

創出が期待される｣と述べたとのこと。 

 

４ ２０１７年財務予測 

１月２１日付当地紙エル・コメルシオは，エクアドル財務省による２０１７年財務予測に

ついて報じた。エクアドル財務省は，２０１７年における国内債務及び対外債務支払いのた

めの必要財務高を１１６億ドルと見積もっている。２０１６年末時点における財務省予算執

行統計によれば，同年中の必要財務高は１３６億４，３００万ドル（国内総生産の１２％）

であった。上述の２０１７年予測値は，右に比して１５％低くなっている。リベラ財務大臣

は，２０１７年の必要融資額は，平年レベルに戻り，国内総生産の６～７％，つまり，５７

億２，０００万ドルから６７億２，０００万ドル程度であると述べた。 

 

５ ＩＭＦによる経済成長率予測 

 １月２４日付当地紙エル・コメルシオは，２０１７年におけるエクアドルを含むラ米諸国

の経済成長率予測に係る記事を掲載した。ＩＭＦは，米国による通商・移民政策の転換の可

能性を受けた不確実性により，２０１７年におけるラ米・カリブ地域の景気回復は，当初予



想していたより緩やかなものになるであろうと予測した。ＩＭＦが２０１６年１０月に発行

した｢世界経済見通し｣によれば，同機関は，２０１７年におけるラ米・カリブ地域全体の経

済成長率を１．６％と予測していたが，最新の数値は０．４％下方修正され，１．２％とな

っている。ＩＭＦは，２０１７年におけるエクアドルの経済成長率予測値を公表していない

が，｢（２０１７年におけるエクアドルの）経済は収縮することが予測されるが，原油価格

の回復や多額の対外融資（主に中国からの融資）のおかげで，経済収縮のペースはより緩や

かなものとなるであろう｣と示唆している。ＩＭＦによるエクアドルの経済成長率予測値は，

昨年９月時点における－２．７％が最新の公表値であり，新しいデータが本年４月に公開さ

れる予定である。 


